
 

 

 

 

 

 

富山
   

１．史跡
し せ き

○縄文
じょうもん

○これま

棟、中

 ○旧石器

庫跡・

○北陸地

ました

○地元の

解・ご

有化を

～10 年

行い、

月 29
代縄文

ープン

○復元し

の老朽
ろうきゅ

成 22
の指導

事を行

○建築
けんちく

環
かん

科学
か が く

・

木材物
もくざいぶつ

保存学
ほぞんがく

名から

議での

基づき

をこれ

ちさせ

ていま

市北代
    

跡
き

北代遺跡

時代中期後

までの発掘

中央付近で

器時代・弥

・鍛冶
か じ

遺構
い こ う

地方を代表

た。 
の方々のご

ご協力の下

を進め、平

年度に整備

平成 11 年

日に富山市

文広場とし

ンしました

した竪穴住居

朽化
ゅうか

に伴い、

年度から国

導の下で修理

行っています

環境学
んきょうがく

・鉱
こ

林産
りんさん

加工学
かこうが

物
つ

理学
り が く

・文化
ぶ ん

学
く

・考古学
こうこがく

らなる専門家

の検討や試験

き、竪穴住居

れまでより長

せる修理を行

ます。 

代縄文
    

跡とは 

後葉（約 4,

調査により

高床
たかゆか

倉庫
そ う こ

跡
あ

弥生時代・奈

跡
あと

も確認さ

する貴重な

理

で公

平成 8
備を

年 4
市北

てオ

。 
居等

、平

国・県

理工

す。 
鉱物
うぶつ

学
がく

・

化
ん か

財
ざい

の 6
家会

験に

居等

長持

行っ

文広場
     

000 年前）

り、東西約

跡
あと

が 4 棟確

奈良時代・

されており

な縄文時代

史

場 復元
    

を中心に

280ｍ、南

確認されてい

平安時代の

、自然豊か

代の集落跡と

史跡北代遺跡

元竪穴
たてあな

     

営まれた大

南北約 200ｍ

います。 
の出土品や

かなこの地

として、昭和

跡が営まれた

穴
な

住 居
じゅうき

  平成

富山市教育

大集落跡で

ｍの範囲に

や奈良～平安

地で何度も集

和 59 年 1 月

た時代と市内

居
きょ

 解説
成 27 年 4 月

育委員会埋

です。 
に縄文時代の

安時代の竪

集落が営ま

月 4 日に国

内・県内の主

説会資
月 25 日（土

埋蔵文化財セ

の竪穴住居

竪穴住居跡

まれました。

国の史跡に指

主な遺跡 

資料 
土） 
センター

居跡が 78

・高床倉

 
指定され
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２．史

○台地

縁辺
えんぺ

に配

○湧水
ゆうす

 の建

 され

 
○平成

 た第

から

黄色

で見

住居

わか

基
もと

に

土を

が復

 
 ○他の

円形

側の

すが

ん。

長い

たと

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

史跡北代遺

地の中央部

辺部
ぺんぶ

を中心

配置されま

水地
すいち

側の縁

建設地とし

れました。

成 9 年度に

第 70 号住居

ら落下した

色粘土が一

見つかった

居が土
つち

屋根
や ね

かりました

に、北代縄

を用いた土

復元されて

の住居跡と

形で、長軸

の炉 1 は使

が、西側の炉

。また、西

い石が倒れ

と考えられ

遺跡（縄文

部を広場と

心として計画

ました。 
縁辺部は、住

して何度も利

 

に発掘調査さ

居跡で、屋

たと考えられ

一部の床面付

たことで、こ

根だったこと

た。この成果

縄文広場では

土屋根の竪穴

ています。

異なり、第

上に炉が 2
使用によって

炉 2 はほと

西側の壁面

れており、本

れます（立石
りっせ

第 70 号住

は普段使う

呪 術
じゅじゅつ

を行

空間だった

文時代）に

定め、  
画的  

住居 
利用 

され 
屋根 

れる 

付近 
この 
とが 
果を 
は黒 
穴住 

第 70 号住居

2 つありま

て赤く焼け

とんど焼け

（主柱 1）付

本来は立て

石
せき

）。 

住居跡の西

う場所では

行うための特

たのかな。

における竪

居跡は楕 

した。東 

けていま 
ていませ 

付近では 
られてい 

西側半分

はなく、

特別な

 

竪穴住居

 
    

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．竪穴

（１）復元

○遺跡の

ことが

○縄文時

土屋根

（２）問題

○比較的

それが

木材加

○第 1 号

号住居

建物の

（３）今回

○平成 2
○平成 2
土）で

20 年と

用いた

○平成 2
向けて

○一般的

屋根材

リサイ

☆今回の修

黒土と比

写真 1 

穴住居【第

元（平成 10

の発掘調査

が一般的で

時代にあっ

根竪穴住居

題の表面化

的早い段階

が一因とな

加害昆虫に

号住居（複

居などより

の強度が低

回の修理 

23 年度に、

24～25 年度

で土屋根を

とすること

た土屋根の

26 年度に、

て目処
め ど

が立

的に、復元

材（クリ丸太

イクルに準

修理工事の

比べて、赤

土屋根の陥

第 1 号住居

0年度） 

成果を基に

、北代縄文

たと考えら

居の復元例が

 

階から、雨な

り、屋根を

食べられた

複製）は、縄

も腐朽の進

低下し（写真

強度が低

度に行った

復元する方

とを定め、そ

耐久試験な

土屋根の

ったことか

建物の修理

太材）を可

じたもので

の視点と工夫

土は表面排

陥没（左）と

居（複製）

に、考古学

文広場でも

られる資材

がほとんど

などにより水

を支える主
おも

たり、折れ

縄文広場の

進行は遅れ

真 1）、平成

低下していた

た専門家会議

方向性と、

その実現と

などを行い

耐久試験の

から、赤土

理は解体後

可能な限り再

で、広場の

夫☆ 

排水に優れ

 

屋内の屋根

】の復元

学や民俗
みんぞく

建築
けんち

そのように

材・技術で建

どなく、工事

水分を含ん

主柱
もばしら

や麻
あさ

縄
なわ

れたりして、

のなかで標高

れましたが、

成 21 年度に

た土屋根を

議では、①第

②耐用
たいよう

年数
ねんす

と耐久性
たいきゅうせい

向

ました。 
の結果を専

を用いた土

に同じ構造

再利用また

解説ツアー

れ、草が生え

根土流入・屋

元と問題の

築学
ちくがく

の研究

に進めまし

建築すると

事や管理が

んだ屋根土か

縄
わ

、樹皮
じ ゅ ひ

など

竪穴住居

高が高い地

それでも樹

に屋内の公

を解体しまし

第 70 号住居

数
すう

（次の本

向上に向けた

専門家会議で

土屋根の竪

造で建て替

たは転用して

ーでもお伝

えにくい特

屋根下地劣化

の表面化、

究成果を加味

した。 
のコンセプ

が容易と思わ

から生じた

どの建築材

居全体の強度

地点で復元さ

樹皮や垂木
た る き

開を停止し

した。 
居跡の発掘

本格的な修理

た資材
し ざ い

・修

で検討し、

竪穴住居とし

替えますが、

ています。

伝えしていま

特徴をもちま

化状態（右） 

今回の修

味して復元

プトで復元

われた黒土

た湿気
し っ け

が屋

材が菌の作用

度が低下し

された建物

木
き

などが徐々

しました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘調査成果

理工事まで

修理方法な

目標とする

して復元し

北代縄文

これは、縄

ます。 

ますが、乾

 

浸透

した

土を

った

修理 

元設計と建築

元しました。

土を採用しま

内に溜
た

まり

用で弱くな

しました。

物です。低地

々に劣化
れ っ か

し

 

を尊重して

での期間）の

どの検討、

る耐用年数

しました。

文広場では従

縄文人のエ

乾燥による亀

透した雨水で

た樹皮などが

を支えきれな

たんだね。

たくさ

築を行う 

当時は 

ました。 

りました。

なったり、

地の第 1
した結果、

て粘土（赤

の目標を

赤土を

の実現に

従来から

エコ意識・

亀裂が生 

で劣化

が屋根

なくな

さん工夫され

2 

じやすい

根表層が

止します

－屋根土

○道路法
の

矢部市

○積雪期

加えて

住居跡

－屋根表

○土屋根

季等の

とが可

 

地下の水
にセメン
の下地と

   

土屋根に
等を敷設
亀裂が生
型枠を屋

   

 れたのね。

い特性があ

が崩壊する

すが、赤土

土の軽量化

法面
のりめん

の補強

市産赤土）

期等の屋根

て軽量化し

跡の発掘調

表層の亀裂

根表層の凍

の乾燥期は

可能です。

水・湿気を通
ント改良した
とします。

     

に浸透した雨
設した後、草
生じやすい赤
屋根土層内部

     

あります。屋

ることが明ら

土屋根はこの

化とくずれ防

強工事などで

を叩き締め

根荷重
かじゅう

を軽減

しました。浸
し

調査でも、黄

裂発生防止－

凍結融解によ

は散水して表

この観点か

さないシート
黒土を置き、

     
     

水対策のシー
が定着しにく
土の流出防止
に設置しまし
     

   

   htt

屋根の耐久

らかになり

の効果を期

防止、排水

で採用され

め、屋根土

減するため

浸透
しんとう

した雨

黄色粘土に

－ 

よる崩壊は

表層の細粒

から、表層

 
トの上   桁

腰壁  材等
    埋ま
    ー

 
ート     厚さ
くく、  荷重
止用   叩き
した。  た水
    軽石

を保

今回の修理

tp://www

久試験の結果

ました。黒

期待できませ

水機能の向上

れている技術

土層の厚さ 3

め、屋根土層

水は軽石や

に含まれる小
し

は避けられず

粒（軽石）が

層に細粒を混

・梁など再利
等を用いて小
まる部分は水
トで保護しま

さ 15cm の土
重を軽減させ
き締め、上層
水を排出する
石には保水性
保ち、赤土の

理の経過は

.city.toyam

果、冬季に

黒土屋根は

せん。そこ

上－ 

術を応用し

3 分の 2の

層内部に大

や型枠の隙
す き

小礫
しょうれき

はその

ず、これは

が若干の水

混ぜて若干

利用／転用可
小屋組します
水や木材腐朽
ます。      

土屋根は、最
せました。中
層は赤土と細
る空隙があり
性もあり、夏
の亀裂を防ぐ

はホームペ

ma.toyama.

には水分が凍
と

は生い茂った

こで、次の改

しました。型
か

のくずれを予

大小さまざま

隙間
き ま

を伝って

のまま屋根

は補修で対応

水分を保つこ

干の水分を保

 
能な丸太   
。土中に   
菌からシ  
          

 
最下層を全面
層には小矢部
粒（軽石）を
、これによっ

夏季には散水す
ことになりま

ージで紹介

.jp/etc/ma

凍結
とうけつ

と融解
ゆうかい

た草の根が

改良や工夫

型枠
かたわく

に詰
つ

め

予防できま

まな軽石
かるいし

て排出され

根土に使われ

応すべき課

ことで亀裂
き れ つ

保てるよう

 クリ・スギ
 湿性能をも
メント板（

 の湿度環境

面軽石（大粒）
部市産の赤土
を混ぜて叩き
って屋根土内
することで屋
ます。 

介していま

aibun/inde

解
い

を繰り返す

が屋根表層の

夫を加えま

めた屋根土

ました。 
（宮崎県都城

れます。なお

れていまし

課題です。

裂
つ

の発生を遅

にしました

ギ樹皮葺き後、
もつ塗壁材を塗
（下地材）を敷
境を改善させま

）層にして丸
土と中粒（軽石
き締めました。
内を乾かすこと
屋根表面の細

す。 

ex.htm 

すことで屋

の崩落を防

した。 

（富山県小

城市産）を

お、第 70 号

した。 

しかし、夏

遅らせるこ

た。 

、内側に吸放
塗った木毛セ
敷設し、屋内
ました。 

丸太材にかか
石）を混ぜて
。軽石は浸透
とができます

細粒が若干の水

復元建物の
理コーナー
クリック

屋 
防 

小 

を 

号 

夏 

こ 

 
放 
セ 
内 

 
る 

て 
透し 
す。 
水分

の修
ーを
！ 


